
地震に備えて八街市シェイクアウト訓練
　地震が発生した時に、あなたはどこにいて何を
しているかわかりません。自宅、職場、学校また
は旅行中かもしれません。その時どのように行動
できるかによって、私たちの人生を大きく左右し
ます。
　市では、八街市総合防災訓練の一環として、市
内全域を対象に「シェイクアウト訓練」を実施し
ます。どなたでも簡単にできますので気軽にご参
加ください。訓練に参加する方は、各家庭・学校・
職場などで、ぜひ事前の参加登録をお願いします。
　登録方法は、市ホームページをご覧ください。

訓練日時　２月16日㈰　午前９時から１分間
対象地域　市内全域
訓練方法
 ・訓練前日までに 「家庭の地震対策自己診断」を
　実施してください。
 ・訓練開始時間に防災行政無線から訓練放送を流
　します。この放送を合図に、３つの安全行動（姿
　勢を低く、頭を守り、動かない）をそれぞれの
　場所で 1 分間行ってください。
参加登録受付期限　２月16日㈰の訓練実施前まで
※参加者数は訓練実施後に市ホームページなどで
公表します。

　○家の耐震とタンス・テレビ・食器棚などは、しっか
　　り固定されていますか。
　○ガラス飛散防止フィルムを貼付されていますか。
　○懐中電灯・警笛・スリッパ（靴）を寝室に常備され
　　ていますか。

　○感染予防品を含む非常持ち出し袋（防災リュック）
　　は各自で準備されていますか。
　○ラジオと携帯電話は予備電池も準備されていますか。
　○最低３日分の非常食・保存水は自宅に備蓄されて
　　いますか。
　○常備薬は最低１週間分準備されていますか。
　○分散避難場所は決めていますか。避難経路（昼・
　　夜）は事前に自分で歩いて確認されていますか。
　○家族との連絡方法と合流場所は決めていますか。
　○ 「やちまたメール配信サービス」に登録されてい
　　ますか。
問防災課　☎４４３－１１１９
 
 〈シェイクアウトとは〉
　シェイクアウトは、地震の際の安全行動１－２
－３「まず低く、頭を守り、動かない」を身につ
けるための世界規模の運動です。いざという時に
すばやく反応するためには、練習を積んでおくこ
とが大切です。
　さらに、シェイクアウトはあなた自身、あなた
の地域、学校・職場などの組織が、非常時対策の
見直し、防災グッズの確認、けがを防ぐための身
の回りの安全対策をとるように促すことも目的と
しています。
 〈身を守る３つの安全行動〉

提供：効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議

家庭の地震対策自己診断
「備え 10 項目」チェックリスト

問

　　　　　　　　＜防災啓発＞　　　　　　（順不同）
参加機関・団体 啓発内容

陸上自衛隊第１空挺団 軽装甲機動車、高機動車、偵察用オート
バイ展示

佐倉市八街市酒々井町消防組合 機動支援車、水陸両用バギー、ポンプ車展示
佐倉警察署 移動交番、白バイ、パトカー展示
自衛隊千葉地方協力本部 災害派遣活動広報など
東京電力パワーグリッド㈱成田支社 感震ブレーカー
東日本電信電話㈱千葉事業部 災害用伝言ダイヤル、ポータブル衛星車展示

　　　　　　　　＜防災体験＞　　　　　　（順不同）
参加機関・団体 体験内容

千葉県印旛地域振興事務所 VR 体験（豪雨）
NPO 首都圏防災士連絡会 応急救助、搬送、手当やロープ結び体験など
佐倉市八街市酒々井町消防組合・
八街市消防団 水消火器、煙体験

八街市 地震体験

　市民の皆さんに、避難を伴う行動の理解を深
めていただくとともに、自助・共助・公助の繋
がりを強化し、地域防災力の向上を図るため避
難所開設・運営を主体とした訓練を実施します。
　また、自由に体験・見学などができる防災啓
発の場を設けています。
　訓練では、千葉県北西部を震源とした震度６
強の地震が発生したと想定して行います。
訓練日時　２月16日㈰ 
　　　　　午前９時〜午後０時30分
訓練会場　八街中学校
対象地区　八街東小学校区
※対象地区以外の方でも見学や参加ができます。
訓練会場での訓練内容
　シェイクアウト、避難所開設・運営、
　炊き出し・給食、防災啓発、
　消防活動（ヘリによる救出救助など）の訓練
訓練会場外での訓練内容
　地震発生時の対応訓練（緊急地震速報から
　シェイクアウト訓練まで）
問防災課　☎４４３－１１１９

八 街 市 総 合 防 災 訓 練 を 実 施

問
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「寝たばこ」、「ストーブ」、「ガスコンロ」など火災の原因になる身近なものの取り扱いに注意し、火災を防ぎましょう。
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善
意
あ
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と
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ご
ざ
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指
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３
７
４
１
円

　
　

留
畑　

広
様
よ
り　
　
　

７
３
０
０
０
円

　

一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
関
わ

る
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
た
め
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
協
働
っ
て
何
だ
ろ
う
？
」
と
い

う
問
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
理

論
と
実
践
事
例
を
学
び
な
が
ら
、

行
動
へ
つ
な
が
る
一
歩
に
続
く
ヒ

ン
ト
を
見
つ
け
て
み
ま
し
ょ
う
！

時
２
月
15
日
㈯

　

午
後
２
時
～
４
時
30
分

場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
演
内
容

 

・
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調
講
演　
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千
葉
大
学
大
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院
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科
学
研
究
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関
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昇
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授

 

・
市
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で
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例
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４
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例
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に
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報
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流
会

対
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
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興
味
、
関
心
の
あ
る
方

　

 

・
八
街
を
舞
台
に
ま
ち
づ
く
り

　
　

活
動
を
や
っ
て
み
た
い
方

定
60
人
（
先
着
順
）

費
無
料

申
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込

　

み
。（
氏
名
、
連
絡
先
を
明
記
）

※
手
話
通
訳
な
ど
を
希
望
す
る
方

は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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Ｔ
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０
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２
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働
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民
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催
し
ま
す
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編
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Ｎ
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す
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２
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㈫
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午
後
１
時
40
分
～
３
時
40
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ス
マ
ホ
の
基
本
と

　
　
電
子
申
請
で
き
る
行
政
手
続

　

基
本
操
作
、
証
明
書
の
取
得
方

法
や
各
講
座
の
予
約
方
法
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ど
を

学
び
ま
す
。

時
1
月
28
日
㈫
・
２
月
25
日
㈫
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３
月
25
日
㈫

ス
マ
ホ
教
室
を
開
催

　

各
日
午
後
１
時
40
分
～
３
時
40
分

場
中
央
公
民
館

定
各
日
18
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（
申
込
順
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（
最
小
実
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８
人
）

費
無
料

申
シ
ス
テ
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Ｎ
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ず
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か
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※
各
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台
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１
１
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８

時

場定費申

時

　　 便利な「スマート市役所」をご利用ください
　八街市公式 LINE アカウントを利用して各種申
請や予約をすることができます。
　ぜひ、友だち追加をお願いします。
〇申請・予約ができる主な手続き
 ・住民票や税証明の申請
 ・確定申告相談や各種講座の予約
 ・犬の申請（犬に関する届出）
 ・ごみ（収集日の通知設定や粗大ごみの申し込み）
○令和６年12月から新たなサービスを開始
 ・児童手当
　（氏名・住所・口座の変更、受給証明書の交付申請）
 ・児童クラブ
　（入所、退所、住所・氏名・利用の休止・延長
　保育などの変更）
 ・児童扶養手当
　（住所・口座の変更、証書の再交付など）
 ・ひとり親医療費
　（住所・口座の変更、受給券の再交付など）

 ・病後児保育事業利用登録申請
 ・ファミリーサポートセンターの会員登録、利用
　予約申請など
 ・実住保育園内子育て支援センターにこにこルーム
　の予約   
○市内の落花生店などの検索機能を搭載                                                                                            
　現在地を指定して市内の落花生店や指定文化財
を検索できる機能も搭載しました。
　八街市公式 LINE を活用した電子
申請などは、市ホームページをご
確認ください。

問システム管理課
　☎４４３−１１１８

市ホームページ
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３
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８
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窓
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を
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マ
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交
付

関
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行
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ま
す
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窓
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設
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火
曜
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日
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を
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く
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〜
午
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。

　

マ
イ
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ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
有
効

期
限
の
お
知
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が
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き
ま
し
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、
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早
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に
更
新
の
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ま
す
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。
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２
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３
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４
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５
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令和 7 年 1 月 15 日 ２市外局番（０４３） 広報やちまた ２
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場

お
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ら
せ

伝
　
言
　
板

会 
員 
募 
集

里
親
制
度
説
明
会
を
開
催

　

里
親
制
度
を
一
般
の
方
に
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。（
要
予
約
）

中
央
児
童
相
談
所
管
内
説
明
会

時
２
月
15
日
㈯　

　

午
後
２
時
〜
４
時　

や
ち
ま
た
マ
ー
ケ
ッ
ト

時
１
月
25
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
八
街
駅
南
口
す
ず
ら
ん
通
り

　

 

（
ア
ー
ケ
ー
ド
）　
　
　

内
地
元
業
者
の
お
い
し
い
食
料
品

　

な
ど
を
販
売

問
や
ち
ま
た
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

 

（
商
工
会
議
所
）

　

☎
４
４
３
‐
３
０
２
１

問 内 場 時

カ
レ
イ　

プ
ア
メ
リ
ア

時
毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日

　

午
前
10
時
〜
11
時

場
文
違
区
四
番
組
集
会
所

内
ウ
ク
レ
レ
の
練
習

費
月　

２
０
０
０
円

※
初
心
者
歓
迎

問
西
川

　

☎
０
８
０
‐
６
６
８
５
‐
６
０
６
０

費 場 時内問

無
料
「
空
き
家
」
セ
ミ
ナ
ー
&　

　
　
　
　
　
　
　
　

総
合
相
談
会

　

弁
護
士
・
税
理
士
・
建
築
士
・

宅
建
取
引
士
・
司
法
書
士
・
土
地

家
屋
調
査
士
な
ど
専
門
知
識
を
も

っ
た
有
識
者
に
、
空
き
家
・
空
き

地
に
関
す
る
地
域
の
問
題
や
今
抱

え
て
い
る
困
り
ご
と
を
相
談
で
き

ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

時
２
月
15
日
㈯

 

・
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー

　

午
後
２
時
～
２
時
45
分

 

・
相
談
会

　

午
後
２
時
45
分
～
４
時
15
分

場
八
街
市
役
所
第
１
会
議
室

問
空
き
家
対
策
有
識
者
会
議

　

事
務
局　

森
田　

敬
介　

　

☎
４
８
３
‐
７
４
０
７

場 時 全
年
齢
向
け

再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
・
出
張
相
談

時
１
月
30
日
㈭

　

午
前
10
時
～
正
午

場
富
里
中
央
公
民
館
２
階
研
修
室

対
就
職
活
動
に
つ
い
て
お
悩
み
の
方

定
20
人
（
先
着
順
・
要
電
話
予
約
）

※
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
、
セ
ミ
ナ

ー
参
加
者
を
対
象
と
し
た
出
張
相

談
（
先
着
４
人
）
も
行
い
ま
す
。

問
商
工
観
光
課　

　

☎
４
４
３
‐
１
４
０
５

八
街
市
企
業
合
同
会
社
説
明
会
・

　
　
　
　
　
　
　

面
接
会
を
開
催

時
２
月
21
日
㈮　

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
八
街
市
中
央
公
民
館　

費
無
料

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
千
葉　

　

職
業
相
談
第
一
部
門

　

☎
２
４
２
‐
１
１
８
１
（
＃
41
）

※
参
加
希
望
の
方
は
、
事
前
に
最

寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
登

録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
八
街
商
工
会
議
所　

　

☎
４
４
３
‐
３
０
２
１

問

時時 問

場
千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー

申
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム

　

か
ら
申
し
込
み
。

問
子
ど
も
家
庭
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

　

ー
ち
ば
（
オ
レ
ン
ジ
の
会
）　

　

☎
０
４
７
０
‐
２
８
‐
4
２
８
８

千
葉
県
特
定
（
産
業
別
）

　
　
　
　
　
　

最
低
賃
金
が
改
正

　

一
部
の
千
葉
県
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
が
、
令
和
６
年
12
月
25

日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
の
く
わ
し
い
内
容
は
、

千
葉
県
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

時場費申

千葉労働局
HP

グーグル
フォーム

 

「
広
報
や
ち
ま
た
」
で
市
民
サ
ー

ク
ル
の
催
し
・
講
座
、
会
員
募
集

を
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

広
報
や
ち
ま
た
の
「
み
ん
な
の

広
場
」
で
は
、
市
民
サ
ー
ク
ル
が

主
催
す
る
各
種
催
し
や
講
座
、
会

員
募
集
な
ど
の
情
報
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
掲

載
希
望
号
の
１
カ
月
前
ま
で
に「
掲

載
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
秘
書
広
報
課
窓
口
ま
た

は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

で
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
秘
書
広
報
課

　

☎︎
４
４
３
‐
１
１
１
２

問

市ホームページ

〈児童手当受給中で次に該当する方は手続き不要です〉
 ・第３子にあたるこどもがいるため、多子加算額の増加により手当が増額となる場合
 ・手当区分が「特例給付」であるため、所得制限廃止により手当額が増額となる場合
 ・算定児童として登録されている高校生年代のこどもが支給対象となり、手当額が
　増額となる場合
                                                                                             

                                                                                          問子育て支援課　☎︎４４３−１６９３

　令和６年10 月分（12月支給）から児童手当制度が変わりました。
　申請期限内に手続きされた場合に限り、令和６年10月分からの児童手当をさかのぼって支給します。
申請期限を過ぎて申請した場合は、申請の翌月分からの支給となります。
申請期限　３月31日㈪（郵送の場合は必着）

制度改正にかかる児童手当の申請期限は 3 月末まで

〈変更点〉
○支給対象となるこどもの年齢が高校生年代までに拡充（18 歳の誕生日後の最初の３月31日まで）
○所得制限が撤廃
○第３子以降のこどもに係る支給額を月額３万円に増額
○第３子の算定に含める対象の年齢を22歳到達後の最初の年度末までに延長
○支給月が２月・４月・６月・８月・10月・12月の年６回になります

問

申請が必要な方 必要な書類など
・制度改正前の所得制限により、支給を受けていない方
・ 高校生年代のこどもがいるが、中学生以下のこどもがいないため、児童手  
  当を受給していない方
※申請者はこどもの父母のうち、生計中心者（所得が高い方）になります。
※申請者が市外在住の場合は、居住先へお問い合わせください。
※公務員の方は、勤務先にお問い合わせください。

 ・児童手当認定請求書
 ・申請者および配偶者の本人確認書類とマイナンバーのわかる
　もの
 ・申請者の振込先がわかるものなど
※こどもの監護の状況により、別途書類が必要な場合があります。

・児童手当を受給中で、「受給者が生計費を負担してる大学生年代のこども」 
  と０歳から高校生年代までの子との合計人数が３人以上の方  ・監護相当・生計費の負担についての確認書

・児童手当を受給中で、養育している０歳から中学生のこどもに、支給児童
  として未登録のこどもがいる場合
・児童手当を受給中で、算定児童に登録されていない高校生年代のこどもを  
  養育している場合

 ・額改定認定請求書
※申請者とこどもが別居の場合は別居監護申立書が必要です。

市ホームページ

３ 令和 7 年 1 月 15 日 ホームページアドレス　https://www.city.yachimata.lg.jp/広報やちまた
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４
‐
０
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１
５
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場申問



安
全
・
安
心
な
市
民
生
活
を
応
援

迷
っ
た
と
き
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
を

八
街
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

No.139

  

「
〇
〇
ペ
イ
で
返
金
し
ま
す
」
と

　
　
　
　
　

言
わ
れ
た
ら
詐
欺
を
疑
っ
て

★
相
談
事
例

　

洋
服
代
金
の
返
金
を
受
け
る
た

め
に
相
手
の
指
示
に
従
っ
た
と
こ

ろ
約
10
万
円
を
送
金
し
て
い
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
で
見
つ

け
た
サ
イ
ト
で
洋
服
を
注
文
し
た
。

　

支
払
い
は
プ
リ
ペ
イ
ド
型
電
子

マ
ネ
ー
で
支
払
っ
た
。
後
日
、
事

業
者
よ
り
「
在
庫
が
な
い
の
で
返

金
処
理
を
す
る
」
と
連
絡
が
あ
り
、

返
金
手
続
き
の
た
め
に
事
業
者
の

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
友
だ
ち

追
加
し
た
。
事
業
者
に
○
○
ペ
イ

で
返
金
す
る
と
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
電

話
が
あ
り
、
指
示
に
従
っ
た
。
送

ら
れ
た
Ｑ
Ｒ
を
読
み
取
り
、
事
業

者
に
「
返
金
コ
ー
ド
を
送
る
の
で
、

そ
の
数
字
『
９
９
９
８
０
』
を
入

力
す
る
と
支
払
っ
た
代
金
分
が
返

金
さ
れ
る
」
と
言
わ
れ
、
指
示
さ

れ
た
と
お
り
と
入
力
し
た
。

　

し
か
し
、
事
業
者
か
ら
返
金
は

さ
れ
ず
、
逆
に
自
分
か
ら
事
業

者
に
9
万
９
９
８
０
円
を
送
金
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

　

返
金
し
て
ほ
し
い
。

〈
相
談
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
〉

  

ネ
ッ
ト
通
販
で
商
品
を
購
入
し

た
と
こ
ろ
、
販
売
業
者
か
ら
「
欠

品
の
た
め
○
○
ペ
イ
な
ど
の
コ
ー

ド
決
済
ア
プ
リ
で
返
金
す
る
」
と

言
わ
れ
、
返
金
手
続
き
を
し
て
い

る
う
ち
に
「
返
金
」
し
て
も
ら
う

は
ず
が
「
送
金
」
し
て
い
た
と
い

う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

販
売
業
者
か
ら
「
○
○
ペ
イ
で

返
金
し
ま
す
」
と
言
わ
れ
た
ら
詐

欺
を
疑
い
、
相
手
方
の
指
示
に

従
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

販
売
業
者
の
名
称
・
所
在
地
・

電
話
番
号
が
明
確
に
記
載
さ
れ
て

い
な
い
、
商
品
価
格
が
通
常
よ
り

安
い
、
支
払
方
法
が
銀
行
振
込
み

や
電
子
マ
ネ
ー
に
限
定
さ
れ
て
い

る
、
返
品
・
返
金
ル
ー
ル
が
記
載

さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
サ
イ
ト
は

詐
欺
サ
イ
ト
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

利
用
す
る
前
に
よ
く
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
や
最
寄
り
の
警
察
な
ど
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

１
８
８

警
察
相
談
専
用
電
話

　

＃
９
１
１
０

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
４
３
‐
９
２
９
９

　

月
曜
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
正
午
・

　

午
後
１
時
〜
４
時

問
商
工
観
光
課

　

☎
４
４
３
‐
１
４
０
５   

ま ち の わ だ い

　八街市地域公共交通協議会では、千葉運輸支局
との共催により、令和６年10月28日㈪に「バス
の乗り方・交通バリアフリー教室」を実住小学校
４年生の児童１２６人を対象に開催しました。
　「バスの乗り方教室」では、普段バスに乗る機会
の少ないこどもたちに、ノンステップバスを利用
してバスの乗降の仕方や利用する際のマナーを学
んでもらいました。
　「交通バリアフリー
教室」では、車いす
体験や視覚障がい者
体験を行いました。
淑徳大学の学生にも
協力いただき、学び
ある時間となりまし
た。

バスの乗り方・交通バリアフリー教室を
　　　　　　　　　　　　 開催しました

　令和６年11月24日㈯に、「第64回秋の市民ハイ
キング」で勝浦・鵜原理想郷に行ってきました。
快晴の空の下、県立中央博物館分館「海の博物館」
を出発し、鵜原理想郷を中心にまわる約５km の
コースでした。ハイキング途中では、手弱女平（た
おやめだいら）と呼
ばれる縄文遺跡から
海の絶景を眺めたり、
雄大な海崖や鵜原海
岸を望める広場で昼
食をとるなどし、参
加者全員でゴールで
き、心身ともに快適
な時間となりました。

第 64 回　秋の市民ハイキングに
　　　　　　　　　　　  行ってきました

　八街市出身で、令和６年８月の第 106 回全国高
等学校野球選手権大会で準優勝した関東第一高等
学校の熊谷 俊乃介選手（高校３年生）が、令和
６年12月11日㈬北村市長を表敬訪問されました。

熊谷選手は、正
捕手としてチーム
を引っ張り準優勝
に導きました。
　また、令和６年
９月に行われたＵ
－18アジア選手権
では、高校日本代
表に選ばれ、全て
の試合に出場し準
優勝に貢献、大会
ベストナインにも
選出されました。

夏の甲子園準優勝の関東第一高等学校
野球部捕手　熊谷　俊乃介選手が表敬訪問

広報やちまたは電子版がオススメです
　いつでもどこでも好きな時に、より分かりやす
い広報紙を見ていただけるよう、広報やちまた電
子版をリニューアルしました。
ポイント
 ・写真やイラストをカラーで配信しているため
　見やすく分かりやすいです。
 ・紙面版よりも早く記事を見ることができます。
利用方法
○市ホームページ
　市公式 LINE や、やちまたメール配信サービス
　でお知らせをしています。
○自治体広報紙配信アプリ「マチイロ」
　スマートフォンやタブレットで、「広報やちま
　た」をより便利に、より身近に利用できます。
※アプリの利用は無料ですが、別途通信料が発
生します。　

　
問秘書広報課 
   ☎４４３−１１１２ 市ホームページ マチイロ

問

令和 ７ 年１月 15 日 ホームページアドレス　https://www.city.yachimata.lg.jp/広報やちまた４

問
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費

申
し
込
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締
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切
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〆
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持
ち
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持

４
４
４
‐
０
８
１
５

問


